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開催日程：2021年 10月 25日～2021年 10月 28日（4日間） 

会  場：東京大学物性研究所本館 6階講義室およびオンラインによるハイブリッド開催 

参加者数：国内 103名、国外 60名 計 163名 

 

 国際ワークショップ ASOMEA は、電子機能性有機物質

とそれに関連する表面界面の構造・電子状態・物性を、分

光学の立場から研究し議論する国際ワークショップである。

分光実験と理論を 2 つの柱にして、当該分野の最先端のト

ピックスについて発表と討論を行い、有機分子、有機結晶、

有機デバイスに内在する界面における電子構造、電子物性、

伝導特性および諸課題を解明、解決することを目的とする。

また、複雑な電子物性を評価するための先端分光手法の開

発や進展状況を国際的に共有するという重要な意義もある。

ASOMEA は、2001 年に日本とスウェーデンの二国間

ワークショップとしてスタートし、約 2 年ごとに開催され

てきた。2016 年よりこの分野に重要な貢献があるドイツ

の研究コミュニティにも広げ、2018年のASOMEA-IXは

ドイツ・シュルクゼーにおいて開催された。当地で行われ

た国際運営委員会で ASOMEA-X を日本で行うことが決

まり、放射光分光やレーザー分光で日本のハブとなってい

る東京大学物性研究所がホスト機関となり𠮷信所員が組織

委員長に指名された。以上の経緯により、ASOMEA-Xは

文末に示す物性研究所教員を含む国内の組織委員会が主体

的にワークショップを企画・運営し、ISSP Workshop と

して開催することになった。 

10回目を迎えたASOMEA-Xでは、電子機能性有機物質

とそれに関連する表面界面電子物性だけではなく、有機物

質とも関連が深く新奇な電子物性を発現する物質として最

近注目を集めている低次元・トポロジカル物質にも対象を

広げた。これらの対象における微視的ならびに動的な性質、

さらには応用を意識してデバイス動作中や反応過程におけ

る電子・原子・分子の振る舞いを深く理解するため、コン

ベンショナルな分光法を用いた研究だけでなく、オペラン

ド分光法、時間分解分光法、局所プローブ顕微鏡/分光法

など最新の実験の動向にも注目した。 

当初、ASOMEA-X は 2020 年 11 月に開催予定であっ

たが、新型コロナウイルス感染症 COVID-19 の世界的な

流行状況を鑑み 1 年延期した。しかし 2021 年になっても

流行は収まらず、海外参加者の入国および国内参加者の移

動が容易でない状況が続いた。これを踏まえ、東京大学物

性研究所にオンサイト会場を設置して近郊からの参加者に

対応しつつ、オンライン発表もできるハイブリッド開催を

実施した。口頭発表は Zoom 社の Web 会議ツールを利用

し、発表後に講演者と交流できるブレークアウトルームを

活用して緊密な議論と人脈形成が促されるように配慮した。

ポスター講演では、SpatialChat 社のビデオチャットツー

ルを利用して設営したバーチャルなポスター会場で、参加

者が発表者に近づくと議論できる対面でのポスター発表と

同じような状況を実現した。国内からは103名、海外から

は 8 ヵ国(スウェーデン、独、米、中国、韓国、シンガ

ポール、インド、ニュージーランド)から計 60名の、これ

までにない多くの参加者が集まった。 

 ASOMEA-Xでの研究発表は、チュートリアル講演 3件、

招待講演 20 件、一般口頭発表 22 件、ポスター発表 18 件

という構成になった。チュートリアル講演では、尾崎泰助

博士(東京大学)からは内殻分光の理論、辛埴博士(東京大

学)から超高分解能レーザー光電子分光、竹谷純一博士(東

京大学)から有機半導体デバイスに関して、基礎理論から

最先端の研究内容までの講演をしていただき参加者の関心

を集めた。 

 招待講演と一般口頭発表では、有機半導体界面の電子構

造および界面構造研究や有機・無機ハイブリッド材料を用

いたデバイスに係わる研究のほか、グラフェンや遷移金属

カルコゲナイドなどの二次元物質、無機ヘテロ界面、量子

ドット、金属有機構造体などの分光研究が紹介された。紫

外・X 線光電子分光を用いた電子エネルギー準位接続や価

電子バンド構造の検証のような伝統的な研究に加え、超高

速時間分解分光測定で材料の過渡的な励起状態を検証する

研究も多く発表され、静的な電子構造だけでなくキャリ

ア・ダイナミクスの研究が大いに進展していることが共有

できた。さらに、時間分解大気圧X線光電子分光による触

媒表面での原子・分子のキネティクス、角度分解低エネル

ギー逆光電子分光による有機半導体の非占有準位のエネル

ギー分散測定、光電子トモグラフィーによる分子軌道可視
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化、低エネルギー角度分解高分解能エネルギー損失分光に

よる有機半導体単結晶の励起子の分散関係測定など、分光

研究の裾野の広がりを認識できる研究成果が多く紹介され

た。ポスターセッションは 3 日間にわたり開催された。一

人あたり 5 分のショートプレゼンテーションの後に 1 時間

の発表時間を設けることで、ポスター発表の内容を詳細に

把握できるように工夫した。1 日あたり 6 件のポスターに

絞ったため、参加者は全てのポスター発表について詳細に

議論できた。 

 期間中に開催した国際運営委員会で、次回は中国蘇州で

の開催を決定した。ワークショップの閉会式で、国際運営

委員の一人である解良聡教授(分子科学研究所)から、 

Steffen Duhm 教授(蘇州大学、本ワークショップの招待

講演者の一人)が次期委員長を務める旨のアナウンスがあ

り、次回は対面での開催を参加者全員で願いつつ、本ワー

クショップを無事に終えることができた。 

最後に、ワークショップの運営を援助していただいた鹿

島学術振興財団と村田学術振興財団、ハイブリッド開催に

際し技術的サポートをいただいた物性研究所の矢田裕行技

術専門職員と野澤清和特任専門職員、会場運営を手伝って

いただいた学生諸氏に感謝する。 

 なお、プログラムと要旨集は、下記の Web サイトから

入手が可能である。 

 

https://yoshinobu.issp.u-tokyo.ac.jp/ASOMEAX_web/index.html 

 

 

ASOMEA-X 組織委員長 

𠮷信淳(東京大学物性研究所、教授)  

 

ASOMEA-X 国内組織委員会: 

荒船竜一（物質・材料研究機構、主任研究員)、赤池幸紀(産業技術総合研究所、主任研究員)、小澤健一（東京工業大

学、助教；現、高エネルギー加速器研究機構、准教授)、山田洋一（筑波大学、准教授)、吉田弘幸（千葉大学、教授)、

中山泰生（東京理科大学、准教授)、原田慈久（東京大学物性研究所、教授)、近藤猛（東京大学物性研究所、准教授)、

岡崎浩三（東京大学物性研究所、准教授)、黒田健太（東京大学物性研究所、助教；現在、広島大学、准教授) 

 

ASOMEA-X 運営事務局： 

田中駿介（物性研・助教)、向井孝三（物性研・技術専門員)、八木橋由紀子（物性研・ナノスケール物性研究部門秘書) 

 

国際運営委員会： 

Prof. Satoshi Kera, Institute for Molecular Science, Japan 

Prof. Joachim Schnadt, Lund University, Sweden 

Prof. Stacey Sörensen, Lund University, Sweden 

Prof. Petra Tegeder, Universität Heidelberg, Germany 

Prof. Ulrich Höfer, Philipps-Universität Marburg, Germany  

Prof. Norbert Koch, Humboldt-Universität zu Berlin, Germany 

Prof. Steffen Duhm, Soochow University-Western University, China 

Prof. Wei Chen, National University of Singapore, Singapore 

Prof. Jun Yoshinobu, The University of Tokyo, Japan 

 

（文責：赤池幸紀、小澤健一、𠮷信淳) 
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図：辛埴博士によるオンライン・チュートリアル講義のスクリーンショット 
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